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そこにはかつて萩藩・毛利家下屋敷がありました。

明治時代には陸軍駐屯地となり、戦後は米軍将校

の宿舎、防衛庁檜町庁舎として実に400年もの間、
一般には閉ざされた土地として使われていました。そ

の後、防衛庁の市ヶ谷移転に伴って新しい都市計画

が始まり、再開発事業として完成したのが六本木・「東

京ミッドタウン」です。

この時期になると、スターライトガーデン等のク」ス

マスイルミネーションで多くの人を魅了するこの街の

コンセプトは、「すべてが一体となった複合都市」。オ

フィス、ホテル、公園、美術館といった施設が、各々

高い機能性を備えるとともに、互いを受け入れ合い、

剰激し合い、結びつくことで何かが生まれるという発

想だそうです。

この街が誕生したのが、ちょうど天沼小が開校した平

成20年。ともに五周年を向えていることになります。

天瀞」、も東京ミ、ソドタウンのように、この5年間で、この

地域の多くの人を魅了する拠点となり得たでしょうか？

「東京建築賞」－ご存知の方もいらっしゃると思いま

すが、業界では有名な建築作品コンクールなのだそ

うです。天沼小学校の新校舎は、本年度、この一般

二類部門（大型作品）の奨励賞をいただきました。

その受賞理由は、「単に新校舎の建築に留まらず、
次世代の学校教育のあるべき姿に一石を投じる意欲

が感じられる」と説明されています。そして、「（中略）

これらは人に対する関心や思いやりを育み、教育の

多様性をも育むことが意図されたものである」と続き、

「ここでは建築そのものが教材となり、児童が日常的

に多くのことを学び、感じ取ることができる場となっ

ている」と結ばれています。大変、嬉しいことです。

地域の震災救援施設としての体制づくりや夜間・
土日の施設活用も含めて、ハードに関しては、申し分

なく街の活動拠点になっていると言えましょう。

では、肝心の教育内容はどうでしょうか？

学校運営協議会が昨年度実施した学校評価アンケ
ートでは、保護者の方が回答する3／4の設問で8割以

上の肯定的評価がありました。また、1学期に実施し

た学力調査や体力テストでは、学年差等はあるものの、

区や都の平均を上回る結果が出ています。さらに、2

学期には運動会や連合行事、キャリア教育等で児童

が活躍する多くの場面があり、いただいた感想も好評

でした。課外でも、学校支援本部による魅力ある活動

が実施され水泳、バドミントン、将棋、選挙のポス

ター等で多くの児童が表彰されました。

昨年度いただいたPTAの文部科学大臣賞や天沼中

学校との合同研究発表会の開催等々、振り返ってみ

ますと、ソフトの方も施設に決して劣るものではなく、

伝統とまではいきませんが、創世紀の歩みとしては及

第と言えるのではないでしょうか？

去る11月18日には、統合以前からお世話になってい

る地域の皆様や、旧杉並第五小・旧若杉小時代の
教職員とともに、盛大に開校五周年記念祝賀会を催

すことができました。

校歌「世界は不思議でいっぱいだ」（作詞・谷川
俊太郎氏）の作曲者の谷川賢作氏は、ご挨拶の他、
ピアノの生演奏も披露してくださいました。

卒業生もカロわった杉並和太鼓の会の演奏は5年の

足跡を應み固めるガの如く轟き、本校教職員による
エールは会場の全員の心を束ねて、十周年、五十周年、

未来永劫の繁栄を希求して響きました。

実は、東京ミッドタウンには、もう一つコンセプトが

あります。それは、「おもてなしの街」。日本がもち続け

ている美しい伝統で、この街に暮らし、働き、憩う人、

そして訪れるすべての人にやさしさを－というものです。

100名にも及ぶ祝賀会の運営を担当したスタソフの

「おもてなし」は、素晴らしいものでした。本会の企画・

運営してくださった学校運営協議会会長・楠本委員

長をはじめとする実行委員会くamanuma5）のメン

バーの、用意周到で精力的そして見事な采配に深く

感謝申し上げます。

そして、PTAのアイデアによる児童への記念品「コ

ミュニケーションマーク金太郎飴」のように、幾世代

にもわたって本校が人々に愛され、この地の初等教

育の誇りとなることを願って本年の結びといたします。

今年も、ありがとうございました。
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12月の行事予定
日　曜　　　　　　　　行事予定 

1 �7�*(.��橙�

2 �?｢� 

3 佇��全佼朝会　委員会活動⑧ 劔＋ 

4 ���保護者会（123こ）避難aH練　　　　SC 劔 

5 ��R�長縄タイム　4時間授業（全）5時間授業（1－2） 劔 

6 冦��天沼FP　　　　　　　　　　　　　　　　　　．J 劔■◆ ■ ■ 

7 仞��特別時程　保護者会（456）4時間授業（123こ）SC 剪�

8 �ｩ7�� 劍�貭�■ ■ 

9 �?｢� 剪�■ ● 

10 佇��全校朝会　クラブ活動⑨ 劔ﾋ��司： 

11 ���児童集会　　　　　　　　　　　　　SC‘ 劍���■ ◆ 

12 ��R�長縄タイム 劔 

13 冦��社会科見学（6） 劔 

14 仞��長縄記録会3校時　　　　　　　　　SC　l 劔 

15 �7��グリーンフィルコンサート 

16 �?｢� 

17 佇��全校朝会　長縄記録会予備日 

18 ���かけあし（低） 

19 ��R�読書タイム 

20 冦��天沼FP 

21 仞��終業式　給食終　4時間授業 

22 �7��校庭開放（28日まで） 

23 �?｢� �5hﾖ9&��i?｢�

24 佇�� ��Y�hｷ�?｢�

25 ��� �7雍xｷ鮎i?ｨ趙�

26 ��R� ��【1月始めの主な行事予定】 

27 冦�� �� 7日（月）始業式　給食始　4時間授業 ��
28 仞�� �� 9日（水）避難訓練　安全指導 

29 �7�� �17日（木）保護者会（123こ） ��

30 ��� 剄Z内書き初め展始 
18日（金）保護者会（456） 

31 佇�� 

※SCはスクールカウンセラーの来校日 

冬休みの校庭開放について

12月22日～28日

1月4日～6日 〉13：00～16：00
※自転車はなるべく乗って来させないようにしまし

よう！やむおえない場合は、昇降口に縦列駐

車させてください。
※12月29日～1月3日は警備も休みになりますので

連絡がつきません。ご了承ください。

冬休みの生活
生活指導主幹教諭　竹　内　明　子

最近の交通事故では、各地で小学校低学年

児童の死亡事故が多発しています。基本的な
交通ルールを守り、自分の身は自分で守ること
ができるよう、ご家庭でも十分が旨導をお願い
いたします。特に自転車での事故は、重大なも

のになりやすいので注意が必要です。

また、長期休業中は、お子さんが日中一人で

過ごすケースも増えますので、震災時の対応な
ど万が一に備えて、一人でも正しい判断で行

動できるよう、ご家庭で話し合い確認しておくこ
とも大切です。2学期に配布した「防災マニュ

アルミニブック」をランドセルに常備するよう学校

で児童に指導をしています。「保護着用」も配

布済みですので、ぜひ参考にしてください。

杢舜
ユ・

阿久津淳子主任教諭に享
11月27日、女児が誕生し室

ました。おめでとうござ言
います。

●■●●●一一………一一……●●●…MH…－■●l

ぺ鯉運営囁議釦－L
学校間では天沼中・沓掛小・天沼小の3枚連携が積極的に進められ
ていますが、私たちCSも連携が必要であるとかねてより考えていました。

そのきっかけを作ろうと、3校合同運営協議会を11月27日17：00～19：00

天沼中学校において開催することができました。

グループに分かれ、「学校と地域がよりよいコミュニケーションをとってい

くにはどうすればいいか」というテーマに基づき、活発に語り合いました。

学校理解の起点は、授業公開や行事に積極的に参加すること、研究
会への参加はより多くの気づきが得られること、児童・生徒との語り合い
の場を設けることも必要であることなど、参考になる意見ばかりでした。運

営協議会が何をするところなのか、まだよく知られていない面もあるかもし
れませんが、教員や保護者の皆さんの相談相手になりたいとか、学校と

保護者・地域の皆さんの間に入り、よりよい教育環境づくりに貢献してい

きたいなどの意欲も語られました。運営協議会の役割を、より多くの皆さ
んに分かってもらうために、さらなる工夫をしていくことも必要であると考え

ています。
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事由中・毯噛小・手許ト

AKA24

の平成24年度　∋帳合同研究会

天沼地域の子どもたちの9年間の学びを見通した教育を充実させるため　岬

に、今年度より3枚が協力して研究会を行っています。主な内容は、教科
としての連携と特色ある教育活動での連携です。教科の連携では、お互
いの学校の授業を見合う機会を設け、授業のあり方や教科毎の重点項目

などについて協議します。

各学校独自の特色を生かしながらも、3枚が同じ視点に立って児童の9

年後を見据えることで、小6から中1への移行をスムーズにし、効果的な教

育活動が展開できると考えます。今後も様々な形の連携を充実させていき
たいと思います。

9／21英語科出張授業く6年生〉

天沼中学校の先生2名とALTl名が来校し、英語の出張授業を行

i　いました。子どもたちは、中学校の英語の先生の発音のよさに驚きなが
ら、テンポよく進む授業に意欲的に取り組みました。「jumpJ「warkJ

「down」の言葉に合わせた命令ゲーム、「♪～Head，Shoulders，

≡　knees，andtoes～」の歌とダンス、絵に合った英単語を言いながらの

！ドンじゃんけん…英語の単語をたくさん話しながら、ゲームの楽しさと、
l　友達とかかわり合う楽しさを味わい夢中になって取り組んでいました。

王　　6年生では、他に天沼中学校の教科や部活動との体験もあり、中学

；校の学習へのイメージを大きく膨らませる機会となりました。

「－‾‾●‾－‾●‾‾－‾‾‾‾■‾‾一‾‾…‾岬●‾‾…■‾●‾‾‾●‾●‾‾－●‾●－．’■一■●‾‾＋

HO／6　天まで翔けろ　ト価青的行事による小中連携～
1

i　今回で天沼中学校の陸上部を招待して行うリレーは3回目となりまL

i　た。この競技は、開校記念、新校舎落成記念、そして五周年記念と、
i　特別記念種目として行われています。

i　中学校の陸上部による、速くて迫力のある走りやバトンパスを見ること

王　で、子どもたちが「自分も中学生先輩たちのように速く走れるようになり

i　たいUと目標をもつことを目的としています。また、天沼中の陸上部には、

i　6年生の連合陸上に向けての練習のアドバイザーとしても協力してもらっ

i　ています。1000m走や走り幅跳び、4人リレーの朝練習に部員に来ても

；らい、一緒に練習しながらアドバイスをしてもらいました。そのおかげで、

l

l

室驚琵冠雪琵渠諾ヲ位と削古躍でした！室
」．・・1・・一・一・一一＿＿．｝．＿●＿．＿．＿．＿●＿．－．＿＿＿H．．．．｝．＿－＿．＿．＿●＿．＿．＿＿．＿＿＿＿．＿．－．…●＿●．＿＿＿．一．＿．－．岬．＿j

ll／21華道価額く4年生〉～日本の伝統・文化理解教育～

‡　天沼中学校の華道部6人と、華道師範の森重玉江先生・木岡加代子

幸　先生にご指導いただきました。
I　　児童は、金魚革とバラの教材を1本ずつ花器の剣山にさしていきま

；す。「最後の1本のバラは自分だと思って自由に生けてみましょう。」との

；先生の声に個性を発揮しました。同じ教材を使っているにもかかわらず

i　一つとして同じ生け花はありません。中学生に一つ一つ教えてもらい、

；子どもたちは、自分を表現できた満足感でいっぱいの様子でした。感想

i　からは「花を人だと思い、華道に取り組んでいるのがすごいと思いまし

‾‾‾●‾‾‾‾‾●‾‾－‾t

l

I

i　た。」「家に帰ってもう一回生けて、床の間に飾りたいです。」「先生のお話で分からないところも、中学生

i　の先輩が優しく教えてくれたおかげで分かりました。その時はうれしかったです。」など楽しく取り組めた様
；子が伝わってきます。
一・一一一・一一一一一・鵬一一・一一・一一一一・一・一一＿．＿．＿＿＿．＿＿＿．＿．－．＿＿＿＿．－．＿川＿．－．＿－＿．鵬．＿．＿．“．＿．＿．＿1
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1董生活科見学武長野公歯l？′2亨
「秋の自然に親しもう」というめあてで、校外学

習に出かけました。烏の声に耳を澄ませながらふ
かふかの地面を應んで、秋を探しました。どんぐ

りには、緑のどんぐりや食べられるどんぐり、は

かまのついたどんぐりなどがあることをネイチャ
ーゲームの指導員の方に教えていただきました。

グループ行動ですすきがトンネルになった場所を

探検して、とのさまバ、ソタを見つけたり、川べU
では、じゅずや魚を見つけたりしました。

コスモスの色はピンクで、とてもきれいだとい

うことや、じゅずは、黒いのと白いのがあること、

まつぽっくりにはい

ろいろな模様がある

ことなどを知り、普

段の生活ではなか
なか経験できない
感動をたくさん味わ
うことができました。

筐社会科見学区内hぐリl机
3年生は、天候にも恵まれる中、杉並区内に

社会科見学に行きました。杉並区で働いている

人々や区内の施設や商店・町について学びました。

中央図書館では、休館日の中案内してもらい弓
ました。天沼小学校の各学級に送られている「だ　岳

んたいくんの本」や「調べ学習に使う本」など
を保管している部屋も見ることができ、自分たち

の生活に多くの人たちが深く関係していることに

気づくことができました。パールセンター商店街

には、教会通りと違ってアーケードがあることを

見つけ、商店街の工夫を学びました。三幸園では、
温室や直売場などがある理由を聞き、農家の仕
事の工夫や苦労について理解を深めることができ
ました。

子どもたちが住ん

でいる杉並区ですが、

社会科見学を通して
新たな一面を知るこ
とができました。

蔓生活科兄を…小金井公陶lO／30

午前中は、杉並ネーチャーゲームのゲストティ
ーチヤーと一緒に各学級に分かれて、自然探しビ

ンユ　くっつき虫、ドング」じゃんけんをしました。

ビンゴでは、公園の中にある、数々の種類のド
ング」、いろいろなきのこ、クモの巣など　たく

さんの自然を見つけ楽しみました。

午後は、みんなの広場やわんぱく広場で各グ
ループに分かれて活動しました。小さな丘の上か

ら転がったU、拾った枝の上を歩いたり、大きな

すべり台で友達と手をつなぎながら滑ったU、広

場で鬼ごっこをしたり、体を思いっきり使って遊び

ました。帰りも新まで30分くらいの道のりを歩きま

した。たくさんの秋を体で感じることのできた生

活科見学でした。

社会科見学地したちd東京lり8
一人の欠席もなく社会科見学を行いました。4

年生の社会科の学習では東京について学びます。
首都高や水上バスに乗りながら都内の交通網や
地形、川について知ったU、浅草散策では伝統
行事や文化財について学習したりしました。浅草

では各グループにボランティアガイドさんについ

てもらって、雷門や仲見せ、浅草寺などを見て
回りながら、街の人に愛されていることを知りま

した。

東京の伝統行事・

文化財のよさや、
それを受け継いで
いる人々の思いや
願いを実感する貴重
な機会となりました。

恕こわり班ど遊ぼうj　抄正春公陶I机亨
天沼小学校のたてわり班は、5月に初めて顔合わせをしてスタートし、2月未の6年生を送る会までの間、
毎月1回のペースで活動をしています。始めた頃は、集まってもうまく話し合いが進まなかったU、まとま
らなかったりした班も、回を重ねるごとに活動が上手になってきまし
た。秋晴れの気持ちのいいお天気の中、たてわり遊びの集大成と
もいえる遠足に出かけました。まずは広い公園で班ごとにお弁当タ
イムです。メニューは子どもたちに大人気のカツ丼。おかわUもあっ

という間に売り切れました。そして計画してきた遊びタイム。おにご
っこ・どろけい・長縄…下学年のことをよく考えて優しく世話をして

いる上学年。安心して甘える低学年の子どもたち。微笑ましい姿が
たくさん見られたたてわり遠足でした。
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